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は
じ
め
に

約
30
年
前
、
筆
者
は
国
産
無
人
機
（
ド
ロ
ー
ン
）

の
開
発
事
業
に
直
接
携
わ
っ
た
。
当
時
の
取
り
組
み

は
、
限
ら
れ
た
予
算
と
強
固
な
制
度
的
制
約
の
中
で

試
行
錯
誤
を
重
ね
た
も
の
の
、
結
果
と
し
て
十
分
な

性
能
を
持
た
な
い
機
体
を
生
み
出
す
に
留
ま
り
、
我

が
国
に
お
け
る
国
産
無
人
機
技
術
の
発
展
と
ノ
ウ
ハ

ウ
蓄
積
の
貴
重
な
芽
を
摘
み
取
る
結
末
と
な
っ
た
。 

現
在
、
安
全
保
障
環
境
の
激
変
に
伴
い
「
国
産
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
の
確
立
は
国
家
的
な
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
防
衛
政
策
の
歴
史
的
転
換
期
を
迎

え
て
お
り
、
元
陸
上
自
衛
隊
研
究
本
部
長
の
立
場
か

ら
当
時
の
失
敗
の
本
質
を
厳
粛
に
省
み
、
深
い
反
省

を
込
め
て
警
世
の
提
言
を
行
う
こ
と
こ
そ
が
、
次
代

を
担
う
後
輩
諸
官
に
対
す
る
私
の
責
務
で
あ
る
と
確

信
し
て
い
る
。

当
時
を
振
り
返
れ
ば
、
ド
ロ
ー
ン
の
新
規
開
発
に

不
利
な
要
因
が
存
在
し
た
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
事
実

で
あ
る
。
し
か
し
、
組
織
の
障
壁
に
対
し
て
全
力
を

尽
く
し
て
抗
し
得
た
か
と
言
え
ば
自
責
の
念
を
禁
じ

得
な
い
。
当
時
、
現
場
に
お
い
て
は
、
部
内
外
の
壁
、

と
り
わ
け
財
務
・
予
算
制
度
の
硬
直
性
が
技
術
的
知

見
を
持
つ
隊
員
の
意
気
と
思
考
を
著
し
く
停
滞
さ
せ

て
い
た
。「
実
験
計
画
」
も
「
工
事
計
画
」
も
全
て

は
予
算
の
細
目
枠
内
に
厳
密
に
縛
ら
れ
、
経
費
の
流

用
は
一
銭
た
り
と
も
許
さ
れ
な
か
っ
た
。

特
定
項
目
で
予
算
が
剰
余
し
国
庫
返
納
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
一
方
で
、
隣
接
す
る
必
須
の
項
目
で
は
資

金
が
深
刻
に
不
足
し
、
年
度
末
間
近
ま
で
事
業
が
完

全
停
止
す
る
と
い
う
不
条
理
が
日
常
化
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

こ
の
不
毛
な
停
滞
の
中
で
、
時
間
は
刻
々
と
無
為

に
経
過
し
、
関
係
者
の
関
心
は
薄
れ
、
熱
意
あ
る
仲

間
も
人
事
異
動
に
よ
り
去
っ
て
い
っ
た
。
後
任
と
し

て
配
置
さ
れ
た
不
慣
れ
な
担
当
に
よ
り
、
事
業
は
混

迷
と
ド
タ
バ
タ
を
極
め
、
時
に
は
前
進
ど
こ
ろ
か
後

戻
り
す
ら
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
お
世
辞
に
も
効
率
的

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
で
あ
っ
た
と
は
、
到
底
言
い

難
い
。
あ
の
日
々
に
味
わ
っ
た
焦
慮
と
無
力
感
の
根

源
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
当
時
の
自
衛
隊
に
は
、
無

人
機
開
発
に
対
し
て
「
貴
重
な
財
源
か
ら
絞
り
出
し

た
僅
か
な
予
算
を
配
分
し
て
や
る
の
だ
か
ら
、
専
門

家
な
ど
置
か
ず
と
も
適
当
に
こ
な
せ
ば
よ
い
」
と
い

う
無
理
解
と
軽
視
が
存
在
し
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。

そ
し
て
、
30
年
を
経
た
現
在
に
お
い
て
も
、
組
織

の
根
底
に
存
在
す
る
調
達
マ
イ
ン
ド
は
本
質
的
に
大

き
く
変
化
し
て
い
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
実
績
の
あ
る
国
外
製
完
成
品
の
調
達
を
志

向
す
る
一
方
で
、
リ
ス
ク
を
伴
う
地
道
な
国
産
開
発

を
忌
避
す
る
傾
向
が
根
強
く
残
存
し
て
い
な
い
だ
ろ

う
か
。
今
こ
そ
、
過
去
の
教
訓
を
真
摯
に
踏
ま
え
た

根
本
的
な
意
識
改
革
と
制
度
改
革
が
強
く
求
め
ら
れ

て
い
る
。

 1　

現
代
戦
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性

と
国
産
技
術
の
必
然
性

ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
中
東
等
で
展
開
さ
れ
て
い
る
現
代

の
ド
ロ
ー
ン
戦
で
の
技
術
革
新
の
速
度
は
超
高
速
で

あ
り
、
投
入
さ
れ
た
機
体
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
有
効

期
間
（
賞
味
期
限
）
が
わ
ず
か
数
日
か
ら
数
か
月
に

過
ぎ
な
い
と
い
う
過
酷
な
現
実
を
突
き
つ
け
て
い

る
。昨

日
ま
で
有
効
で
あ
っ
た
通
信
周
波
数
や
制
御
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
、
翌
日
に
は
敵
の
最
新
の
電
波
妨
害

（
ジ
ャ
ミ
ン
グ
）
に
よ
っ
て
瞬
時
に
無
力
化
さ
れ
る

電
子
戦
（
E
W
）
お
よ
び
サ
イ
バ
ー
領
域
の
戦
い
が

日
常
化
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
消
耗
を
前
提
と

す
る
デ
ジ
タ
ル
資
産
」
を
、
年
単
位
の
歳
月
を
要
す

る
従
来
の
開
発
・
調
達
制
度
で
扱
う
こ
と
は
原
理
的

に
不
可
能
で
あ
る
。 

国
産
防
衛
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

重
要
性
と
戦
時
基
準
へ
の
政
策
提
言

─
無
人
機
開
発
の
経
験
と
教
訓
を
踏
ま
え
て
─

元
陸
自
研
究
本
部
長　
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ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ド
ロ
ー
ン
生
産
企
業
に
お
い
て

は
、
前
線
の
運
用
部
隊
と
直
結
し
た
「
カ
ス
タ
マ
ー

サ
ー
ビ
ス
（
顧
客
対
応
部
門
）」
が
設
置
さ
れ
、
実

戦
で
生
じ
た
不
具
合
や
無
力
化
の
情
報
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
収
集
し
て
い
る
。
即
座
に
原
因
を
解
明
し
、

極
め
て
短
期
間
で
対
処
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
現
場
へ

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
循
環
構
造
を
構
築
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

こ
の
高
速
改
修
サ
イ
ク
ル
を
回
し
得
な
い
製
品
は

淘
汰
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
改
修
の
遅
延
は
前
線
に

お
け
る
無
数
の
将
兵
の
無
用
な
戦
死
と
補
給
品
の
浪

費
に
直
結
す
る
。  

現
在
平
時
に
あ
っ
て
戦
闘
を
交
え
て
い
な
い
我
が

国
が
直
面
し
て
い
る
課
題
は
、
単
に
最
新
型
の
ド

ロ
ー
ン
を
海
外
か
ら
買
い
揃
え
る
こ
と
で
は
な
い
。

超
高
速
で
展
開
さ
れ
る
技
術
革
新
に
追
随
し
、
装
備

の
陳
腐
化
を
防
ぎ
つ
つ
、
継
続
的
な
能
力
向
上
と
実

効
性
あ
る
備
蓄
を
い
か
に
し
て
達
成
す
る
か
と
い
う

構
造
的
問
い
に
解
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
超
高
速
の
改
善
サ
イ
ク
ル
を
担
保

す
る
基
盤
こ
そ
が
、
自
国
で
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
を

持
た
ず
に
技
術
を
制
御
で
き
る
国
産
の
技
術
基
盤
で

あ
る
。
我
が
国
に
お
け
る
国
産
技
術
の
維
持
・
発
展

を
阻
害
し
て
い
る
要
因
は
、
主
に
以
下
の
二
点
に
集

約
さ
れ
る
。  

第
一
に
、
官
民
双
方
に
深
く
浸
透
し
て
い
る
「
平

時
の
重
厚
長
大
な
調
達
マ
イ
ン
ド
」
で
あ
る
。
従
来

の
国
産
兵
器
体
系
は
、
1
0
0
点
満
点
の
完
璧
な
性

能
を
要
求
し
、
運
用
要
求
の
策
定
か
ら
配
備
完
了
ま

で
に
10
年
単
位
の
歳
月
を
費
や
し
、
そ
の
後
20
〜
30

年
に
わ
た
り
限
定
的
な
改
修
を
行
い
な
が
ら
維
持
運

用
す
る
形
態
を
と
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
現
代
戦
の
現
場
指
揮
官
が
真
に
欲
す
る

の
は
、
10
年
後
の
完
璧
な
装
備
で
は
な
く
「
来
週
の

戦
場
で
60
点
で
あ
っ
て
も
確
実
に
機
能
し
、
妨
害
を

受
け
て
も
翌
週
に
は
再
び
60
点
に
復
帰
で
き
る
柔
軟

性
と
強
靭
性
」
で
あ
る
。
仕
様
変
更
一
つ
に
多
大
な

書
類
審
査
と
時
間
を
要
す
る
従
来
の
契
約
法
制
で

は
、
現
代
戦
の
速
度
に
到
底
適
応
し
得
な
い
。  

第
二
に
、
我
が
国
が
「
実
戦
デ
ー
タ
を
直
接
得
ら

れ
な
い
構
造
的
立
場
」
に
あ
る
点
で
あ
る
。
交
戦
国

の
よ
う
に
日
々
実
戦
デ
ー
タ
や
敵
装
備
の
鹵ろ

獲か
く

情
報

を
入
手
し
、
即
座
に
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
書
き
換
え
る

こ
と
が
困
難
な
我
が
国
に
お
い
て
は
、
従
来
の
よ
う

な
「
倉
庫
に
現
物
を
物
理
的
に
積
み
上
げ
る
備
蓄
」

の
概
念
を
脱
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
を
維
持
・
更
新

し
続
け
る
と
い
う
、
新
た
な
概
念
に
基
づ
く
備
蓄
体

系
へ
の
移
行
が
不
可
欠
と
な
る
。  

2　

国
産
防
衛
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
2
大
基
本

原
則

右
記
の
構
造
的
課
題
を
克
服
し
、
国
産
技
術
を
基

盤
と
し
た
防
衛
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
確
立
す
る
た
め

に
は
、
以
下
の
二
つ
の
基
本
原
則
を
確
立
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。 

⑴　
「
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
中
心
」
の
装
備
概
念
へ
の
転
換

ド
ロ
ー
ン
等
の
機
体
（
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
）
は
、
民

生
品
や
標
準
規
格
化
さ
れ
た
汎
用
パ
ー
ツ
に
よ
り
構

成
さ
れ
る
「
安
価
な
消
耗
品
」
と
し
て
位
置
付
け
、

必
要
最
小
限
の
稼
働
数
を
確
保
す
る
に
と
ど
め
る
。

機
体
そ
の
も
の
は
本
質
的
に
単
な
る
「
容
器
」
で
あ

り
、
不
用
と
な
れ
ば
民
生
用
に
転
用
・
放
出
さ
れ
る

べ
き
雑
品
・
諸
機
材
の
扱
い
で
よ
く
、
厳
格
な
国
有

財
産
登
録
す
ら
不
要
と
す
る
発
想
の
転
換
が
求
め
ら

れ
る
。  

本
質
的
な
「
備
蓄
」
お
よ
び
「
能
力
向
上
」
の
対

象
は
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
で
は
な
く
、
敵
の
電
磁
波
妨
害

パ
タ
ー
ン
を
分
析
す
る「
情
報
収
集
解
析
シ
ス
テ
ム
」

と
、
瞬
時
に
書
き
換
え
可
能
な
「
制
御
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
お
よ
び
A
I
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
更
新
能
力
」
の
保

有
へ
と
全
面
的
に
集
中
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。  

こ
の
転
換
は
、
従
来
の
防
衛
調
達
に
お
け
る
「
国

産
」「
ラ
イ
セ
ン
ス
生
産
」「
完
成
品
輸
入
」
と
い
う

概
念
枠
組
み
を
再
定
義
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
装
備
品
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
改
修
を
著
し
く
阻
害

し
て
き
た
最
大
の
要
因
は
、
国
外
か
ら
の
技
術
導
入

に
伴
う
「
性
能
保
証
条
項
」「
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
上
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の
制
限
」
お
よ
び
「
技
術
の
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
」

で
あ
っ
た
。

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
超
高
速
更
新
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、知
的
所
有
権
に
関
す
る
「
相
互
主
義
」
と
「
互

恵
主
義
」
に
基
づ
い
た
新
た
な
国
家
間
・
企
業
間
の

協
定
を
打
ち
立
て
、
従
来
型
の
知
的
資
産
の
輸
出
入

モ
デ
ル
か
ら
脱
却
す
る
必
要
が
あ
る
。 

⑵　

サ
イ
バ
ー
空
間
（
デ
ジ
タ
ル
・
ツ
イ
ン
）
に
お

け
る
「
仮
想
実
戦
」
の
実
施

国
土
が
狭
小
で
あ
り
、
電
波
法
や
航
空
法
等
に
よ

る
法
的
制
約
が
厳
し
い
我
が
国
に
お
い
て
は
、
実
機

を
用
い
た
大
規
模
な
模
擬
電
磁
波
戦
闘
訓
練
の
実
施

に
は
自
ず
と
限
界
が
存
在
す
る
。
ま
た
、
自
隊
の
電

波
特
性
や
機
能
の
保
全
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
平
時

に
お
け
る
不
用
意
な
電
波
放
射
は
抑
制
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。  

し
た
が
っ
て
、
サ
イ
バ
ー
空
間
（
仮
想
空
間
）
上

に
最
先
端
の
電
磁
波
妨
害
環
境
を
極
め
て
高
度
に
再

現
し
、
そ
の
デ
ジ
タ
ル
・
ツ
イ
ン
環
境
下
に
お
い
て

A
I
ド
ロ
ー
ン
の
制
御
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
連
日
競
わ
せ

る
「
仮
想
の
実
戦
」
を
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
継
続

的
に
運
用
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
精
度
向
上

と
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
測
定
に
不
可
欠
な
物
理
的
基
盤
と

し
て
「
広
大
な
電
波
暗
室
」
を
整
備
し
、
国
が
こ
れ

を
管
理
・
運
営
し
て
広
く
民
間
産
業
界
・
研
究
機
関

へ
提
供
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
。 

 3　

具
体
的
な
取
り
組
み
へ
の
政
策
提
言

軍
事
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の

維
持
・
育
成
に
お
い
て
、
現
代
は
も
は
や
「
平
時
」

で
は
な
く
「
戦
時
」
で
あ
る
と
い
う
強
い
危
機
意
識

を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
認
識
に
立
ち
、

我
が
国
が
速
や
か
に
断
行
す
べ
き
政
策
提
言
は
以
下

の
四
点
に
集
約
さ
れ
る
。

⑴　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
の
「
戦
時
」

基
準
へ
の
転
換

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
駆
動
す
る
最
大
の
契
機
は
、

現
実
の
脅
威
お
よ
び
実
戦
デ
ー
タ
の
正
確
な
把
握
に

あ
る
。
日
本
が
自
ら
実
戦
デ
ー
タ
を
獲
得
で
き
な
い

弱
点
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
友
好
国
や
同
盟
国
と

の
間
で
緊
密
な
情
報
共
有
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　

同
盟
国
等
か
ら
生
き
た
技
術
デ
ー
タ
を
継
続
的
に

入
手
す
る
た
め
の
絶
対
的
前
提
条
件
は
、「
日
本
に

提
供
さ
れ
た
機
密
情
報
は
決
し
て
漏
洩
し
な
い
」
と

い
う
揺
る
ぎ
な
い
国
際
的
信
頼
の
獲
得
で
あ
る
。
単

な
る
技
術
力
の
高
さ
の
み
で
は
、
真
の
情
報
共
有
枠

組
み
に
参
画
す
る
こ
と
は
叶
わ
な
い
。

我
が
国
に
お
い
て
も
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
ク
リ
ア
ラ

ン
ス
（
情
報
保
全
資
格
）
に
関
す
る
法
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
未
だ
平
時
に
お
け
る
産
業
活
動
を

前
提
と
し
た
機
微
情
報
保
全
の
域
を
出
て
い
な
い
。

諸
外
国
が
求
め
て
い
る
の
は
、
過
酷
な
サ
イ
バ
ー

攻
撃
や
情
報
工
作
に
常
時
晒
さ
れ
て
い
る
国
家
が
備

え
る
「
戦
時
基
準
」
の
堅
牢
性
と
対
応
ス
ピ
ー
ド
で

あ
る
。
平
時
の
論
理
に
基
づ
く
遅
緩
な
審
議
手
続
を

経
て
い
る
時
間
的
猶
予
は
な
い
。

防
衛
省
・
自
衛
隊
は
、
情
報
保
全
基
準
を
直
ち
に

「
N
A
T
O
基
準
」
と
同
等
水
準
へ
引
き
上
げ
、
カ

ウ
ン
タ
ー
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
（
防
諜
）
体
制
を

抜
本
的
に
強
化
す
べ
き
で
あ
る
。
真
の
情
報
交
換
の

テ
ー
ブ
ル
に
着
く
た
め
の
不
可
欠
な
資
格
を
、
一
刻

も
早
く
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

⑵　
「
防
衛
装
備
庁
」
の
再
編
と
「
防
衛
技
術
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
局
」
の
創
設

仮
に
同
盟
国
等
か
ら
実
戦
で
使
用
さ
れ
た
最
新
型

ド
ロ
ー
ン
の
制
御
基
板
や
デ
ー
タ
が
入
手
で
き
た
と

し
て
も
、
現
行
の
行
政
手
続
き
の
下
で
は
、
予
算
措

置
や
管
轄
調
整
の
書
類
仕
事
の
み
で
数
か
月
を
要
す

る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。

装
備
の
有
効
期
限
が
数
日
単
位
で
消
失
す
る
現
代

戦
に
お
い
て
、
こ
の
官
僚
機
構
に
よ
る
遅
滞
は
致
命

的
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。  

平
時
の
大
規
模
調
達
を
前
提
と
す
る
現
在
の
防
衛

装
備
庁
の
在
り
方
を
根
本
か
ら
再
構
築
す
る
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
る
。
中
長
期
的
技
術
開
発
を
担
う
既
存

の
「
防
衛
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
技
術
研
究
所
」
と
は
別
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に
、
現
前
す
る
脅
威
に
対
す
る
装
備
品
の
超
高
速

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
（D

evO
ps

体
制
）
を
専
門
的
に
担

う
新
組
織
「
防
衛
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
局
」
を
設

置
す
べ
き
で
あ
る
。  

同
局
は
サ
イ
バ
ー
・
電
磁
波
領
域
の
装
備
に
特
化

し
、
民
間
の
最
先
端
I
T
人
材
や
開
発
手
法
を
導
入

す
る
こ
と
に
よ
り
、
意
思
決
定
と
事
務
処
理
の
速
度

を
従
来
の
年
単
位
か
ら
「
日
単
位
」
へ
と
劇
的
に
変

革
さ
せ
る
。

脅
威
デ
ー
タ
を
獲
得
し
た
際
に
は
24
時
間
以
内
に

自
衛
隊
の
シ
ス
テ
ム
へ
修
正
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
パ
ッ
チ
）

を
適
用
し
、
あ
る
い
は
即
座
に
予
備
的
改
修
設
計
を
開

始
し
得
る
機
動
的
な
独
立
組
織
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
提
言
は
従
来
の
戦
闘
機
や
護
衛
艦
と

い
っ
た
基
幹
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
価
値
を
否
定
す

る
も
の
で
は
な
い
。
重
厚
長
大
な
主
力
装
備
に
は
そ

れ
に
ふ
さ
わ
し
い
堅
実
な
開
発
手
法
を
維
持
し
つ

つ
、
超
高
速
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
分
野
が
そ
の
影
響
を

受
け
て
停
滞
す
る
こ
と
を
防
ぐ
狙
い
が
あ
る
。 

⑶　
「
技
術
自
衛
隊
員
（
技
術
将
校
団
）」
の
超
法
規

的
・
破
格
待
遇
に
よ
る
本
格
登
用

ど
れ
ほ
ど
高
度
な
技
術
資
料
が
入
手
さ
れ
た
と
し

て
も
、
リ
バ
ー
ス
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
分
解
・

解
析
）
に
よ
っ
て
、
敵
の
脆
弱
性
や
運
用
限
界
を
解

き
明
か
す
、優
れ
た
「
頭
脳
」
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、

そ
れ
ら
は
無
価
値
な
デ
ー
タ
の
残
骸
に
過
ぎ
な
い
。  

防
衛
省
・
自
衛
隊
に
お
け
る
高
度
I
T
・
サ
イ

バ
ー
人
材
の
不
足
は
深
刻
で
あ
り
、
そ
の
根
幹
に
は

従
来
の
硬
直
し
た
「
階
級
制
度
と
給
与
体
系
」
が
存

在
す
る
。
世
界
の
ト
ッ
プ
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
対
し
、
一

般
公
務
員
の
俸
給
表
を
基
準
と
し
た
待
遇
を
提
示
し

「
愛
国
心
」
の
み
に
頼
っ
て
着
任
を
期
待
す
る
こ
と

は
非
現
実
的
で
あ
る
。  

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
の
専
門
家
が
軍

の
中
枢
で
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
よ
う
に
、
我

が
国
も
ま
た
公
務
員
の
既
存
枠
組
み
を
超
克
し
た

「
超
法
規
的
待
遇
」
を
講
じ
、
国
内
外
の
ト
ッ
プ
企

業
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
か
ら
最
優
秀
の
人
材
を
直
接

登
用
す
べ
き
で
あ
る
。

彼
ら
を
高
度
専
門
職
た
る
「
技
術
自
衛
隊
員
（
技

術
将
校
団
）」
と
し
て
任
用
し
、
常
時
サ
イ
バ
ー
・

電
磁
波
上
の
脅
威
を
解
体
・
分
析
・
再
構
成
す
る
技

術
情
報
専
門
部
隊
を
組
織
す
る
。
彼
ら
が
擁
す
る
民

間
技
術
や
人
脈
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
こ
そ
が
、
確
立
す
べ

き
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
真
の
基
盤

と
な
る
。  

⑷　

国
家
会
計
の
「
有
事
体
制
」
へ
の
転
換

以
上
の
施
策
は
い
ず
れ
も
防
衛
省
内
部
の
み
で
完

結
す
る
問
題
で
は
な
い
。
組
織
改
革
、
人
事
制
度
改

定
、
高
額
な
人
材
登
用
の
い
ず
れ
も
が
、
最
終
的
に

は
「
予
算
を
い
か
に
確
保
し
、執
行
し
、検
証
す
る
か
」

と
い
う
国
家
会
計
の
壁
に
直
面
す
る
か
ら
で
あ
る
。

ド
ロ
ー
ン
や
サ
イ
バ
ー
領
域
を
は
じ
め
と
す
る
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
調
達

制
度
を
「
有
事
体
制
」
へ
と
移
行
さ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
現
行
の
調
達
制
度
は
、
事
前
に
厳
格
な
審

査
を
行
い
、
単
年
度
予
算
の
枠
内
で
過
去
の
実
績
に

基
づ
い
た
契
約
を
実
施
し
、
事
後
に
会
計
検
査
院
が

個
別
精
査
す
る
「
平
時
の
論
理
」
に
よ
り
厳
密
に
構

築
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
不
正
防
止
の
観
点
か
ら
は
極
め
て
有
効
で

あ
る
も
の
の
、
陳
腐
化
が
極
め
て
早
い
現
代
戦
に
お

い
て
は
、「
事
前
慎
重
主
義
」
の
制
度
設
計
そ
の
も

の
が
国
家
安
全
保
障
上
の
脆
弱
性
へ
と
直
結
し
て
い

る
。
国
家
会
計
を
有
事
体
制
へ
移
行
さ
せ
る
た
め
、

以
下
の
三
点
を
提
言
す
る
。

第
一
に
、
緊
急
調
達
に
お
け
る
「
事
前
承
認
」
か

ら
「
事
後
監
査
」
へ
転
換
す
る
こ
と
で
あ
る
。
米
国

に
お
け
る
緊
急
契
約
権
限
（
O
T
A
：O

ther 
T

ransaction A
uthority

）
と
同
様
に
、
急
速
な

技
術
変
化
や
有
事
に
関
連
す
る
案
件
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
契
約
を
速
や
か
に
執
行
し
、
事
後
に
会
計
検
査

院
が
厳
格
に
精
査
す
る
事
後
監
査
型
の
枠
組
み
を
常

設
す
べ
き
で
あ
る
。「
石
橋
を
叩
い
て
か
ら
渡
る
」

の
で
は
な
く
、「
渡
っ
た
後
に
事
後
検
証
す
る
」
発

想
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
る
。  

第
二
に
、
随
意
契
約
・
単
独
応
札
を
特
例
で
は
な

く
有
事
を
前
提
と
し
て
原
則
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
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競
争
入
札
を
原
則
と
す
る
現
行
制
度
は
、
価
格
の
適

正
性
を
担
保
す
る
一
方
で
、
多
大
な
時
間
を
消
費
す

る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
戦
時
特
例
の
調
達
制
度
に
よ
っ

て
、こ
の
時
間
の
壁
を
取
り
払
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

安
全
保
障
上
の
緊
急
性
が
高
い
分
野
に
お
い
て
は

随
意
契
約
お
よ
び
単
独
応
札
を
原
則
と
す
べ
き
で
あ

る
。
そ
の
反
面
、
事
後
監
査
を
徹
底
し
、
万
一
詐
欺

や
不
正
行
為
が
判
明
し
た
場
合
に
は
業
務
妨
害
罪
等

の
厳
重
な
刑
事
罰
を
科
し
、
国
損
に
対
し
て
は
強
力

な
求
償
権
を
行
使
す
る
制
度
設
計
を
行
う
。  

第
三
に
、
政
府
に
「
即
応
予
算
」
を
常
設
す
る
こ

と
で
あ
る
。
国
会
の
審
議
を
要
す
る
従
来
の
補
正
予

算
で
は
、
日
単
位
で
推
移
す
る
戦
場
の
変
化
に
適
応

で
き
な
い
。

有
事
ま
た
は
緊
急
事
態
に
お
い
て
は
、内
閣
が「
即

応
予
算
」
か
ら
事
業
目
的
と
総
枠
を
示
し
て
防
衛
省

等
に
緊
急
執
行
権
限
を
付
与
し
、
財
務
省
お
よ
び
会

計
検
査
院
は
そ
の
執
行
結
果
を
事
後
に
精
査
す
る
体

制
へ
と
重
点
を
移
行
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。  

会
計
検
査
院
お
よ
び
財
務
当
局
が
平
時
の
論
理
を

脱
し
な
い
限
り
、
ど
の
よ
う
な
組
織
改
編
も
再
び
書

類
手
続
き
の
停
滞
の
中
に
沈
没
す
る
こ
と
と
な
る
。

こ
れ
ら
三
つ
の
提
言
を
実
現
可
能
と
す
る
「
緊
急
・

防
衛
調
達
等
特
別
措
置
法
」
の
制
定
こ
そ
が
、
防
衛

技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
効
化
す
る
た
め
の
不
可

欠
な
礎
石
と
な
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

今
日
に
お
け
る
安
全
保
障
環
境
と
技
術
革
新
の
凄

ま
じ
い
速
度
は
、
新
た
な
抜
本
的
対
策
を
求
め
て
い

る
。
現
代
戦
に
お
け
る
防
衛
力
の
格
差
は
、
固
定
化

さ
れ
た
完
成
品
装
備
の
数
量
で
は
な
く
、
日
々
刻
々

と
更
新
さ
れ
続
け
る
「
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
お
よ
び
A
I

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
改
善
速
度
」
に
よ
っ
て
決
定
づ
け

ら
れ
る
。

民
間
企
業
、
大
学
等
の
研
究
機
関
、
そ
し
て
防
衛

省
の
技
術
将
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
一
体
と
な
っ
た

「
国
産
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」

を
構
築
し
、
そ
れ
を
自
在
に
運
用
し
得
る
防
衛
体
制

の
確
立
が
今
ま
さ
に
急

務
と
さ
れ
て
い
る
。

我
が
国
が
平
時
の

論
理
を
脱
し
、「
戦
時

基
準
」
に
基
づ
く
制
度

改
革
と
意
識
改
革
を
速

や
か
に
断
行
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
の
み
、
真
に

国
家
と
国
民
の
平
和
を

守
り
抜
き
得
る
強
靭
な

防
衛
力
が
完
成
す
る
と

確
信
す
る
。

本
稿
が
、
我
が
国

に
お
け
る
国
産
防
衛
技

術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
再
始
動
に
向
け
た
不
退
転
の

議
論
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

食品用加熱剤「サバイバルヒーター」

ミリメシ
防災あつあつロングライフ

話題の「ミリメシ」の元祖

防災丸かじりセット

陸  上  自  衛  隊  戦  闘  糧  食

だ れ で も

手軽に作れ
て

手軽に食べ
られる

ハイキング・アウトドアの携行食に
災害時の非常食に

ハイキング・アウトドアの携行食に
災害時の非常食に

ハイキング・アウトドアの携行食に
災害時の非常食に

相談役　：　志 摩　篤（陸自５７　防大１）

TEL　０３－５２９６－２８３３
FAX　０３－３２５６－７３８８

株式会社
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